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し
か
し
、頼
朝
の
死
後
に
起
こ
っ
た
幕

府
内
部
の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、元

久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
北
条
時
政
の
陰

謀
に
よ
り
、二
俣
川
の
地
で
北
条
氏
ら
の

大
軍
に
敗
れ
、四
二
歳
の
若
さ
で
討
ち
死

に
し
ま
し
た
。

　

重
忠
の
人
生
は
豊
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
彩
ら
れ
て
お
り
、史
料
上
で
も
好
人
物

と
し
て
描
か
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
頼

朝
か
ら
先
陣
（
行
列
や
軍
隊
の
最
前
列
）

を
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、容
姿
や
体

躯
、所
作
も
優
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

▪ 
鎌
倉
時
代
の
二
俣
川

　

重
忠
は
な
ぜ
二
俣
川
で
命
を
落
と
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
は
、

「
主
要
な
道
の
一
つ
が
通
っ
て
い
た
か
ら
」

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
時
、鎌
倉
と
各
地
を
結
ぶ
主
要
な
道

は
、上
道
・
中
道
・
下
道
の
三
ル
ー
ト
で
し

た
（
諸
説
あ
り
ま
す
）。中
道
に
は
二
俣
川

が
、上
道
に
は
重
忠
が
拠
点
と
し
て
い
た

菅
谷
（
埼
玉
県
嵐
山
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。

上
道
と
中
道
は
府
中（
東
京
都
府
中
市
）で

接
続
し
て
い
ま
す
。

　

二
俣
川
合
戦
の
際
、鎌
倉
か
ら
は
二
俣

川
と
共
に
上
道
の
関
戸（
東
京
都
多
摩
市
）

に
も
軍
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。菅
谷
か

ら
鎌
倉
に
向
か
う
に
は
、上
道
・
中
道
の
い

ず
れ
か
は
通
る
た
め
、関
戸
と
二
俣
川
に

網
を
張
っ
て
お
け
ば
、重
忠
を
確
実
に
捕

捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で

し
ょ
う
。関
戸
は
多
摩
川
の
渡
河
点
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
た
び
た
び
大
き
な
合
戦

の
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。二
俣
川
の
地

は
二
俣
川
合
戦
以
降
、大
き
な
合
戦
の
舞

台
と
な
っ
た
記
録
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

関
戸
と
同
様
に
交
通
や
戦
略
上
の
重
要

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
合
戦
の
舞
台
と
な
り

う
る
地
で
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
す
。

（
展
示
担
当
　
資
料
課
　
渡
辺
真
治
）

　

鎌
倉
時
代
の
武
将
畠
山
重
忠
は
、
源

頼
朝
の
先
陣
を
務
め
る
な
ど
の
活
躍
を

し
ま
し
た
が
、
最
後
は
謀
略
に
よ
り
二

俣
川
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。

当
館
が
所
在
す
る
横
浜
市
旭
区
に
は
現

在
で
も
数
々
の
史
跡
が
あ
り
、
地
元
で

も
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
館

で
は
、
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
企

画
展
示
「
鎌
倉
御
家
人
畠
山
と
二
俣
川

の
歴
史
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
重
忠
が
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
当
館
で
は

過
去
の
展
示
を
再
構
成
し
、
あ
わ
せ
て

当
館
収
蔵
の
古
文
書
や
刊
行
物
等
を
紹

介
す
る
ミ
ニ
展
示
を
開
催
し
、
そ
の
人

物
像
や
二
俣
川
と
の
関
わ
り
を
パ
ネ
ル

で
た
ど
り
ま
し
た
。

▪ 
畠
山
重
忠
に
つ
い
て

　

平
安
時
代
末
期
の
長
寛
二（
一
一
六
四
）

年
に
武
蔵
国
畠
山
（
現
在
の
埼
玉
県
深

谷
市
）
で
生
ま
れ
た
重
忠
は
、
治
承
四

（
一
一
八
〇
）年
に
伊
豆
で
平
家
打
倒
の
兵

を
挙
げ
た
源
頼
朝
に
従
い
、鵯

ひ
よ
ど
り
ご
え
越
の
奇
襲

攻
撃
で
知
ら
れ
る
一
の
谷
の
合
戦
な
ど

で
活
躍
し
、鎌
倉
幕
府
の
有
力
な
御
家
人

の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ニ
展
示 
「
畠
山
重
忠
と
二
俣
川
」

令
和
3

年
12

月
17

日
～
令
和
4

年
3

月
31

日 

当
館
1

階
ロ
ビ
ー

展示風景 鎌倉へのルート



▪ 
資
料
紹
介

相
模
国
愛
甲
郡
宮
ヶ
瀬
村
落
合
家
文
書

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
に
購
入
し
た
「
相

模
国
愛
甲
郡
宮
ヶ
瀬
村 

落
合
家
文
書
」
は
、
現

在
の
神
奈
川
県
愛
甲
郡
清
川
村
の
宮
ヶ
瀬
地
区

に
居
住
し
て
い
た
落
合
家
に
伝
来
し
て
い
た
資

料
群
で
す
。

　

本
資
料
群
は
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
の
建
設
に
先
が

け
昭
和
五
四
～
五
五
（
一
九
七
九
～
一
九
八
〇
）

年
に
実
施
さ
れ
た
、
宮
ヶ
瀬
の
記
録
調
査
団
の

調
査
結
果
で
あ
る
『
清
川
村
宮
ヶ
瀬
古
文
書
資

料
所
在
目
録
（
宮
ヶ
瀬
の
記
録
）』（
昭
和
五
六

年
）
に
、「
落
合
益
男
氏
所
蔵
資
料
」
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
落
合
益
男
氏
所
蔵
資
料
」
は
総
点
数
六
三
点

で
す
が
、当
館
購
入
分
は
、前
掲
目
録
の
内
四
五

～
六
三
番
の
土
地
台
帳
お
よ
び
字
切
図
の
み
で

す
。
こ
れ
以
外
の
資
料
の
行
方
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
の
土
地
台
帳
・
字
切
図
は
、明
治
初
期
の
地

租
改
正
の
際
に
作
成
さ
れ
た
台
帳
・
絵
図
の
写
し

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
、
往
時
の
宮
ヶ
瀬

の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

の
で
き
る
資
料
群
で
す
。

（
資
料
課　

上
田
良
知
）

▪ 
資
料
紹
介

近
年
引
き
渡
さ
れ
た
公
文
書
か
ら

（
圏
央
道
関
係
）

　
当
館
で
は
、毎
年
、県
庁
の
各
所
属
か
ら
保
存

期
間
の
満
了
し
た
公
文
書
が
引
き
渡
さ
れ
て
い

ま
す
。引
き
渡
さ
れ
た
公
文
書
は
、当
館
職
員
が

選
別
作
業
を
行
い
、
歴
史
的
に
重
要
な
公
文
書

は
保
存
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
近
年
引
き

　

公
文
書
館
は
、
一
見
穏
や
か
な
施
設
に
見
え

ま
す
が
、
県
の
各
機
関
か
ら
運
び
込
ま
れ
る
年

間
1
万
箱
を
超
え
る
行
政
文
書
の
選
別
や
配

架
を
手
作
業
で
行
う
体
力
の
要
る
職
場
で
す
。

現
在
、
2
名
の
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
た
め
県
庁
に
派
遣
さ
れ
、
通
常

よ
り
少
な
い
体
制
で
日
々
の
業
務
の
処
理
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
措
置
に
伴

い
、
長
ら
く
休
館
し
た
こ
と
で
、
利
用
者
の
皆

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
予
約
制
で
の
資
料
閲
覧
や
会
議

室
の
貸
出
し
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

渡
さ
れ
た
公
文
書
か
ら
1
点
資
料
を
紹
介
し

ま
す
。

○
「
平
成
7
～
11
年
度　

〔
さ
が
み
縦
貫
道
路
〕

海
老
名
Ｊ
Ｃ
協
定
協
議
」

（
資
料ID

：12
0
1
5
1
9
5
9
5

）

　

こ
の
資
料
は
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
（
以
下
、「
圏
央
道
」
と
記
す
）
の
海
老
名
イ
ン

タ
ー
か
ら
海
老
名
南
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
か
け

て
の
区
間
の
建
設
に
当
た
っ
て
の
調
整
に
関
す

る
公
文
書
で
す
。

　

圏
央
道
の
さ
が
み
縦
貫
道
路
区
間
は
、
茅
ヶ

崎
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
相
模
原
愛
川
イ
ン

タ
ー
の
区
間
で
す
。平
成
22
年
2
月
に
、海
老
名

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
海
老
名
イ
ン
タ
ー
の
区

間
が
開
通
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
平
成
27
年

3
月
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

本
資
料
に
は
、
平
成
10
年
に
施
行
命
令
が
出

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
11
年
か
ら
12
年
に

か
け
て
、県
が
国
・
日
本
道
路
公
団
と
調
整
を
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
様
子
が
載
っ
て
い
ま

す
。県
の
役
割
と
し
て
は
、日
本
道
路
公
団
か
ら

受
託
し
た
用
地
取
得
事
務
を
進
め
る
こ
と
で
あ

り
、広
域
幹
線
道
路
事
務
所
・
相
模
川
総
合
整
備

事
務
所
・
厚
木
土
木
事
務
所
の
事
務
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
の
役
割
分
担
も
、
こ
の
資
料
に
は

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
で
紹
介
し
た
資
料
は
誰
で
も
閲

覧
・
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

（
資
料
課　

吉
村
雄
多
）
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